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Ⅳ．令和２年度財務書類

（１）一般会計等　財務４表

.

（単位： 千円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 固定負債

有形固定資産 地方債

事業用資産 長期未払金

土地 退職手当引当金

立木竹 損失補償等引当金

建物 その他

建物減価償却累計額 流動負債

工作物 1年内償還予定地方債

工作物減価償却累計額 未払金

船舶 未払費用

船舶減価償却累計額 前受金

浮標等 前受収益

浮標等減価償却累計額 賞与等引当金

航空機 預り金

航空機減価償却累計額 その他

その他

その他減価償却累計額 【純資産の部】

建設仮勘定 固定資産等形成分

インフラ資産 余剰分（不足分）

土地

建物

建物減価償却累計額

工作物

工作物減価償却累計額

その他

その他減価償却累計額

建設仮勘定

物品

物品減価償却累計額

無形固定資産

ソフトウェア

その他

投資その他の資産

投資及び出資金

有価証券

出資金

その他

投資損失引当金

長期延滞債権

長期貸付金

基金

減債基金

その他

その他

徴収不能引当金

流動資産

現金預金

未収金

短期貸付金

基金

財政調整基金

減債基金

棚卸資産

その他

徴収不能引当金

△ 621

47,904

11,975

-

-

27,707,442

23,383,532 6,687,060

13,525,505 -

1,624,751 1,008,399

-

- 73,335

- 19,164

756 -

【様式第１号】

貸借対照表
（令和3年3月31日現在）

科目 科目

26,401,230 7,695,459

金額 金額

△ 756 -

- -

1,364,136 -

20,102,409 -

△ 12,442,063 992,656

5,222,483 896,324

△ 2,350,940 -

- 3,834

- 負債合計 8,688,115

-

4,730 27,056,130

9,638,663 △ 8,036,803

257,344

227,083

△ 158,549

81,975,722

△ 72,779,172

-

-

116,235

3,009,139

△ 2,789,776

713

713

0

3,016,985

47,904

-

176,824

2,572,773

763,595

1,809,178

1,306,212

646,590

4,722

-

208,130

純資産合計 19,019,327

資産合計 負債及び純資産合計 27,707,442

654,900

654,900

-

-

-



貸借対照表の説明

①　資産の部

・事業用資産 … 学校、公営住宅、公民館、庁舎、体育館など　

・インフラ資産 … 道路、橋りょう等の社会資本 

・物品 … 現金や基金等以外の動産  

・投資その他の資産 … 出資金、長期延滞債権、基金など 

②　負債の部

・地方債 … 地方債残高のうち、令和３年度以降に償還が予定されている元金。 

・１年内償還予定地方債 … 地方債残高のうち、令和２年度に償還が予定されている元金。 

・退職手当引当金 … 本年度末に全職員が退職した場合に積立不足している退職手当金。

③　純資産の部

・固定資産形成分 …

・余剰分（不足分） …

貸借対照表の経年比較

【資産】 （単位：千円）

【負債】 （単位：千円）

【純資産】 （単位：千円）

費消可能な資源の蓄積をいい、原則として金銭の形態で保有する。
流動資産（短期貸付金及び基金等を除く）から負債（将来現金等支
出を見込む）を控除した額。
マイナスとなることが多く、その場合、基準日時点における将来の
金銭必要額を示している。

令和２年度

19,019,327

令和１年度

18,927,245

平成３０年度

19,278,816

平成３０年度

27,722,147

令和２年度

8,688,115

資産形成のために充当した資源の蓄積をいい、原則として金銭以外
の形態（固定資産等）で保有する。

令和２年度 令和１年度

27,973,255

令和１年度

9,046,010

平成３０年度

8,443,331

27,707,442

有形固定資産のうち建物工作物など、耐用年数のある資産の合計取得額は約１,０75億円、
その減価償却累計額は約８77億円で、約８１.６％が経年で消費された計算になります。
これらの資産を今後限られた財源で更新していくため、施設の統廃合等や長寿命化を進めて
いく必要があります。

学校、道路、公園など将来の世代に引き継ぐ社会資本や、基金、投資など将来現金化するこ
とが可能な財産など、これまでの行政活動で形成された資産の年度末現在の価値を示してい
ます。これまでに鹿追町では、約２８０億円の資産を形成してきました。

資産を形成するための地方債や退職手当引当金など、将来の世代が負担するものです。
総額は約８７億円あり、大部分は今後償還しなければならない地方債で、その年度末残高は
約７６億円です。

資産合計から負債合計を差し引いた額で、これまでの世代が負担し、将来の返済や支出の必
要のない資産で、総額は約１９０億円あります。



 自　令和2年4月1日

 至　令和3年3月31日

（単位：千円）

経常費用

業務費用

人件費

職員給与費

賞与等引当金繰入額

退職手当引当金繰入額

その他

物件費等

物件費

維持補修費

減価償却費

その他

その他の業務費用

支払利息

徴収不能引当金繰入額

その他

移転費用

補助金等

社会保障給付

他会計への繰出金

その他

経常収益

使用料及び手数料

その他

純経常行政コスト

臨時損失

災害復旧事業費

資産除売却損

投資損失引当金繰入額

損失補償等引当金繰入額

その他

臨時利益

資産売却益

その他

純行政コスト

【様式第２号】

行政コスト計算書

5,811,830

-

2,855,742

-

619,251

1,127,666

1,052,630

7,354

1,795,758

3,737

28,433

-

185,700

1,817,316

277,916

366,133

6,939,496

4,474,395

1,595,540

1,308,072

73,335

金額科目

4,660

4,660

5,807,205

34

-

34

-

-

508,415

23,113

20,339

△ 621

3,395

2,465,101



行政コスト計算書の説明

①　経常費用

【業務費用】

・人件費 … 職員給与、議員報酬、その他委員報酬、退職給付費用など。

・物件費等 …

・その他の業務費用 … 地方債償還の利子や支払利息、徴収不能引当金繰入額など。

【移転費用】

・補助金等 … 特別会計や他団体への負担金、補助及び交付金。

・社会保障給付 … 生活保護費などの扶助費。

・他会計への繰出金 … 特別会計等への繰出金。

②　経常収益

行政コスト計算書の経年比較

【純行政コスト】 （単位：千円）

委託料、備品・消耗品、施設などの維持補修にかかる経費や減価償
却費、非常勤職員の賃金や報酬など。

行政サービスに係る経常的な費用を表示したもので、人件費、物件費、減価償却費が大きな
割合を占めています。
本年度の経常費用合計（経常行政コスト）は約６９億円になりました。

行政サービスの提供に係る住民の支払いによる収入で、本年度は約１１億円です。
経常費用合計から経常収益を差し引いた純経常行政コストは、約５８億円です。
これは税収等で賄われるものです。

純経常行政コストから資産売却損、資産売却益等の臨時の損失や利益を差し引いた純行政コ
ストは約５８億円となりました。

令和２年度

5,807,205

令和１年度

6,141,991

平成３０年度

6,765,665



 自　令和2年4月1日

 至　令和3年3月31日

（単位：千円）

前年度末純資産残高 27,602,482 △ 8,675,237
純行政コスト（△） △ 5,807,205
財源 5,897,168

税収等 4,270,594
国県等補助金 1,626,574

本年度差額 89,964
固定資産等の変動（内部変動） △ 546,410 546,410

有形固定資産等の増加 691,605 △ 691,605
有形固定資産等の減少 △ 1,048,005 1,048,005
貸付金・基金等の増加 845,812 △ 845,812
貸付金・基金等の減少 △ 1,035,822 1,035,822

資産評価差額 -
無償所管換等 26
その他 32 2,060
本年度純資産変動額 △ 546,352 638,434

本年度末純資産残高 27,056,130 △ 8,036,803

26
2,093

89,964

5,897,168
4,270,594
1,626,574

92,082
19,019,327

-

【様式第３号】

純資産変動計算書

18,927,245
△ 5,807,205

科目 合計 固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）



純資産変動計算書の説明

①本年度差額

②本年度純資産変動額

・有形固定資産等の増加

資金収支計算書の「公共施設等整備費支出」から集計されます。

・有形固定資産等の減少

「減価償却費」＋「資産所売却損」＋「資産売却収入」から集計されます。

・貸付金・基金等の増加

「基金積立金支出」＋「投資及び出資金支出」＋「貸付金支出」から集計されます。

・貸付金・基金などの増加

「基金取崩収入」＋「貸付金元金回収収入」から集計されます。

・資産評価差額

有価証券、有形固定資産などの評価に伴う増加・減少が計上されます。

・資産評価差額

③本年度末純資産残高

純行政コストは１年間の税収等や国県等補助金の財源で賄われるものです。
純行政コストが財源を上回った場合、純資産の減少と捉えることが出来ます。

純資産の減少は、現役世代が将来世代にも利用可能であった資源を費消して便益を享受する
一方で、将来世代にその分の負担が先送りされたことを意味します。

有形固定資産の減少が増加を上回っているのは、過去に資本投資した有形固定資産の減価償
却による価値の減少分よりも、有形固定資産への投資が少なかったことを意味します。

このような増減により令和２年度末の純資産は約９２百万円増加しました。

前年度末純資産残高に本年度純資産変動額を加えた金額で、貸借対照表の純資産合計
と一致します。

有形固定資産の異動のうち、資金を伴わない増加・減少が計上されます。
無償取得（寄付など）、調査判明増加・減少、所管換増加・減少など。

尚、上記仕訳以外の非資金仕訳により固定資産形成額に差異が発生した場合、調整仕訳金額
を計上することがあります。



 自　令和2年4月1日
 至　令和3年3月31日

（単位：千円）

【業務活動収支】
業務支出

業務費用支出
人件費支出
物件費等支出
支払利息支出
その他の支出

移転費用支出
補助金等支出
社会保障給付支出
他会計への繰出支出
その他の支出

業務収入
税収等収入
国県等補助金収入
使用料及び手数料収入
その他の収入

臨時支出
災害復旧事業費支出
その他の支出

臨時収入
業務活動収支
【投資活動収支】

投資活動支出
公共施設等整備費支出
基金積立金支出
投資及び出資金支出
貸付金支出
その他の支出

投資活動収入
国県等補助金収入
基金取崩収入
貸付金元金回収収入
資産売却収入
その他の収入

投資活動収支
【財務活動収支】

財務活動支出
地方債償還支出
その他の支出

財務活動収入
地方債発行収入
その他の収入

財務活動収支

前年度末歳計外現金残高
本年度歳計外現金増減額
本年度末歳計外現金残高
本年度末現金預金残高

897,338

△ 233,977

△ 385,935

646,590

18,818
346

19,164

691,605

-
-

68,892

-

279,770
950,882

前年度末資金残高 349,999
本年度末資金残高 627,426

842,004
-

456,069

【様式第４号】

資金収支計算書

5,859,794
3,394,694

523,810

3,395
2,465,101
1,817,316
277,916

6,757,132
4,265,806
1,346,804
620,712

科目 金額

456,069
-

本年度資金収支額

1,567,847

277,427

842,004

761,754
-

80,162
-

1,299,544

1,803,112
20,339

-

-

366,133

1,533,521

3,737

-



資金収支計算書の説明

①　業務活動収支

行政サービスを行う中で、毎年度継続的に生じる収入と支出を計上します。

・業務支出 … 人件費、物件費、補助費、扶助費などの支出。

・業務収入 …

・臨時支出 … 災害復旧事業費などの、経常的でない臨時の支出。

・臨時収入 … 災害復旧事業費に対する補助金収入など。

経常的な行政活動の収支である業務活動収支は約９０億円の余剰となりました。

② 投資活動収支

公共施設等の整備、基金の積立・取崩しに関わる収入と支出を計上します。

・投資活動支出 … 公共施設等の整備、基金の積立、貸付などに要する支出。

・投資活動収入 … 国県等補助金、基金取崩、貸付金の元金回収、資産の売却などの収入。

資産形成や投資・貸付金などの収支である投資活動収支は約２.３億円の不足となりました。

③ 財務活動収支

資金の調達及び返済に関わる収入と支出を計上します。

・財務活動支出 … 地方債の元本償還などの支出。

・財務活動収入 … 地方債の発行などによる収入

　１年間の資金の増減をⅠ業務活動収支、Ⅱ投資活動収支、Ⅲ財務活動収支に区分し、 ３
つの収支の財源がどのように調達され、収支の過不足が生じたのかを明らかにします。

このような増減から本年度資金収支額は約２.８億円の余剰となり、前年度末資金残高約３.
５億円を加え、本年度末資金残高は約６.３億円となりました。

税収等収入、（行政サービスに係る）国県等補助金、使用料及び手数料な
ど。

公債の収支である財務活動収支は約３.９億円の不足となりましたが、これは地方債を新た
に借り入れした額よりも、償還した額の方が小さかった事を示しています。


